
 

 

 
 

 生命科学科創立から 2 年後の 1992 年（平成 4 年）4 月，学科の第３，第４の教室として，生態情報

学教室とともに免疫学教室が開設されました。 

初代教授 阪口薫雄先生の時代を第 1期として，1995年（平成７年）１０月に着任された第２代教授 林 

眞一先生は，24年余の長きに渡り，学生教育，研究に多大な貢献をされ，多くの優秀な研究者，職業人

を育てられたのち，令和 2年 3月定年退職されました。 

生命科学科 30周年の節目となる本年，2020年（令和 2年）４月から，第３代教授として常世田好司

先生が着任されました。常世田先生は，ドイツで研究者として，また教室主宰者としても7年半，通算11

年余の海外経験を経て米子の地に来られました。免疫学分野のみならず生命科学科のこれからの研究

や学生教育に，国際的な視野を兼ね備えた新しいムーヴメントを起こしてくださるものと思っています。 

 

研究内容は，阪口先生の B 細胞分化機構，林先生の血液細胞を材料とした様々な細胞の分化機構，

そして常世田先生の T リンパ球を中心とした免疫記憶機構の解明へと変遷しています。今後は，より免

疫の機能的な側面を研究していく教室になると思います。 

 

＜教官変遷＞ 

教授  阪口 薫雄（1992.4-1995.9） →熊本大学大学院教授， 現 大阪大学客員教授 

林 眞一（1995.10-2020.3） 

常世田 好司（2020.4- 現在） 

助教授・准教授 

乾 誠治（1992.4-1995.9）   現 熊本大学大学院教授 

國貞 隆弘（1995.10-2001.1） 現 岐阜大学大学院教授 

山崎 英俊（2003.4-2006.3； 1997.4-2001. 助手，2001.4-2003.3講師） 

現 三重大学大学院教授 

吉野 三也（2006.8- 現在； ２００７.4から准教授，2003.4-2006.7助手） 

助手・助教  

桑原 一彦（1994.4-1995.12 助手） 現 藤田医科大学助教 

三明 淳一朗（2007.8-2010.3） 現 鳥取大学准教授 

村田 暁彦（2011.10- 現在） 

技官 篠原 紀恵（1992.4-，現 鳥取大学技術部技官）  
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研究テーマ： 免疫記憶を理解し制御する 

良い免疫記憶は病原体や癌を除去し，悪い免疫記憶は自己免疫疾患やアレルギー疾患を発症させて

しまいます．免疫学の中心的な役割である，免疫記憶の形成や維持における生体内の分子メカニズム

を解明することを主目標に掲げながら，その解明により，免疫記憶を制御し，感染症や癌に対する質の

高いワクチンの設計に結びつけると同時に，自己免疫疾患やアレルギー疾患の完治を目指しています．

 

1. 生体内における記憶ヘルパーT細胞の形成と維持 

免疫系の中枢として働く記憶ヘルパーT 細胞の多くが骨髄に維持されていることを明らかにしてきた

ことを元に，その形成や維持に関わる分子メカニズムを明らかにしています．既に，形成や維持に関わ

る複数の分子をコントロールすることで，記憶を増強させたり，記憶を喪失させたりすることを可能にし

てきました．特に，記憶増強のために必要な細胞や分子を明らかにし，ワクチンの本質を捉え，大幅な改

良を試みることで，新規の感染症に戦っていきます．  

2．生体内における長寿命プラズマ細胞の維持 

何十年と長期間抗体を分泌し続けている長寿命(記憶)プラズマ細胞の維持に，どのような 生存シグ

ナルが必要であるのか，どのような細胞外環境で維持されているのかを今まで明らかにしてきました．

最近はアイソタイプごとに細胞外環境が異なることも見出し，生存メカニズムの全容を解明しようとして

います．免疫細胞では珍しい，活発なタンパク質合成と長寿命という２つの機能を同時に実現するため

の分子メカニズムを解明し，他のリンパ球にない特殊な細胞内外の環境を理解していきたいと思ってい

ます． 

３．自己免疫疾患やアレルギー疾患における免疫記憶の形成と維持   

細胞ゲノ ム機能学分野
Division of Genome and Cellular Functions

スタッフ

教授 久郷 裕之
（ 2014年5月－現在）

<主要論文>

Kazuki Y, Kobayashi K, Hirabayashi M, Abe S, Kajitani N, Kazuki K, Takehara S, Takiguchi 

M, Satoh D, Kuze J, Sakuma T, Kaneko T, Mashimo T, Osamura M, Hashimoto M, 

Wakatsuki R, Hirashima R, Fujiwara R, Deguchi T, Kurihara A, Tsukazaki Y,Senda N, 

Yamamoto T, Scheer N, Oshimura M. Humanized UGT2 and CYP3A transchromosomic rats 

for improved prediction of human drug metabolism. Proc Natl Acad Sci U S A. 116 

(8):3072-3081 (2019). doi: 10.1073/pnas.1808255116.

Ohira T, Kojima H, Kuroda Y, Aoki S, Inaoka D, Osaki M, Wanibuchi H, Okada F, Oshimura 

M, Kugoh H. PITX1 protein interacts with ZCCHC10 to regulate hTERT mRNA 

transcription. PLoS One. 14: e0217605 (2019). doi: 10.1371/journal.pone.0217605.

Oshimura M, Uno N, Kazuki Y, Katoh M, Inoue T. A pathway from chromosome transfer to 

engineering resulting in human and mouse artificial chromosomes for a variety of 

applications to bio-medical challenges. Chromosome Res. 23, 111-33 (2015). doi: 

10.1007/s10577-014-9459-z.

Kugoh H, Ohira T, Oshimura M. Studies of Tumor Suppressor Genes via Chromosome 

Engineering.

Cancers (Basel). 8, 4 (2015). doi: 10.3390/cancers8010004.

＜最近１０年間の分野での出来事＞

　 分子生物学講座細胞ゲノム機能学分野（ 旧： 細胞工学）は、医学の基礎知識を持つバイ

オサイエンティ スト を養成する学科として全国に先駆け医学部内に設置された生命科学

科の設立に伴い、1990年より押村光雄先生が初代教授として着任し開講しました。2014年

より、２代目教授として久郷裕之先生が着任し新たな体制でスタートしました。2020年、大

学院医学系研究科機能再生医科学専攻、生命科学科専攻、保健学科専攻が統合され新た

に医科学専攻の設置に伴い研究室名を細胞ゲノム機能学に変更しました。

＜主要研究テーマ＞

　 本講座では、開講以来から一貫して遺伝子・ 染色体導入や細胞融合によって自然界に

ない細胞を作り出し 、病気の解明から治療への応用を目指しています。とりわけ、遺伝子

の集合体として知られている染色体の特性を利用した独自の染色体工学技術開発より学

問体系を確立し 、細胞から個体レベルまで､且つ様々な研究領域で重要な研究成果をあげ

てきました。細胞や染色体レベルにおける機能解析を通して、生体高次機能の理解から疾

病の解明までを目指します。

染色体工学技術を用いた発がん機構の解明

　 これまで染色体工学技術を通して新規がん抑制遺伝子を同定し 、その機能解析を中心

に進めてきた。しかし 、がん抑制遺伝子単体よりむしろそれを含む染色体ド メインレベル

におけるがん抑制制御機構の存在が示唆されました。このことから、遺伝子および染色体

ゲノムド メインレベルにおける両側面からの分子動態・ シグナル伝達機構の統合的な機

能解析による新しい切り口から新たな発がん機構の解明を目指し 、創薬および治療法開

発に向けた「 創造性」のある次世代の制がん戦略の提示につなげたいと考えています。

ヒト／マウス人工染色体を用いたゲノムライティングと応用

　 我々は哺乳類細胞において自立複製・ 分配が可能なヒト 人工染色体(H A C)およびマウ

ス人工染色体(M A C)を構築し 、M b単位の巨大なヒト 遺伝子クラスターのマウス個体への

導入にこれまでに成功してきました。現在ではH A C/M A C技術を用いて、「 M b単位の合

成DN Aを目的細胞に効率的に導入する基盤技術開発」を行い、「 ゲノム配列の動作原理

の解明」と「 産業応用および医療応用」のための基盤となる技術を開発しています。

准教授 香月 康宏
（ 2015年1月－現在）

助教 平塚 正治
（ 2007年4月－現在）

助教 大平 崇人
（ 2015年4月－現在）

助教 森脇 崇史
（ 2019年7月－現在）

助教 三宅 直美
（ 2019年4月－現在）

免疫学分野
Division of Immunology

スタッフ

教授 常世田 好司
（ 2020年4月－現在）

＜最近１０年間の分野での出来事＞

　 2020（ 令和２）年４月、林眞一教授（ 1995年10月着任）より、常世田好司教授（ 前職 ド イツリウ

マチ研究所グループリーダー）に引き継がれました。

＜主要研究テーマ＞

免疫記憶を理解し制御する

　 良い免疫記憶は病原体や癌を除去し 、悪い免疫記憶は自己免疫疾患やアレルギー疾患を

発症させてしまいます。免疫学の中心的な役割である、免疫記憶の形成や維持における生体

内の分子メカニズムを解明することを主目標に掲げながら、その解明により、免疫記憶を制御

し、感染症や癌に対する質の高いワクチンの設計に結びつけると同時に、自己免疫疾患やアレ

ルギー疾患の完治を目指しています。

進行中のプロジェクト

1.  生体内における記憶ヘルパーT細胞の形成と維持

　 免疫系の中枢として働く記憶ヘルパーT細胞の多くが骨髄に維持されていることを明らかに

してきたことを元に、その形成や維持に関わる分子メカニズムを明らかにしていきます。既に、

形成や維持に関わる複数の分子をコントロールすることで、記憶を増強させたり、記憶を喪失

させたりすることを可能にしてきました。特に、記憶増強のために必要な細胞や分子を明らか

にし、ワクチンの本質を捉え、大幅な改良を試みることで、新規の感染症に戦っていきます。

2.  生体内における長寿命プラズマ細胞の維持

　 何十年と長期間抗体を分泌し続けている長寿命(記憶)プラズマ細胞の維持に、どのような

生存シグナルが必要であるのか、どのような細胞外環境で維持されているのかを今まで明ら

かにしてきました。最近はアイソタイプごとに細胞外環境が異なることも見出し、生存メカニズ

ムの全容を解明しようとしています。免疫細胞では珍しい、活発なタンパク質合成と長寿命と

いう 2つの機能を同時に実現するための分子メカニズムを解明し、他のリンパ球にない特殊な

細胞内外の環境を理解していきたいと思っています。

3.  自己免疫疾患やアレルギー疾患における免疫記憶の形成と維持

　 免疫記憶は感染症や癌のためだけに働いているわけではなく 、自己抗原やアレルゲンのよ

うな無害なものに反応し続けるという悪い記憶も生み出し、自己免疫疾患やアレルギー疾患を

完治できない病気にしています。これらの悪い免疫記憶をリセットさせ、これら慢性免疫疾患

を完治させることを目標にしています。これらの疾患には、記憶ヘルパーT細胞や記憶B細胞、長寿命プラズマ細胞が関

わっており、同時に3種の記憶細胞を除去する必要があります。当研究室では、今まで特異的な除去が不可能であった記

憶ヘルパーT細胞や長寿命プラズマ細胞を除去させることに成功しており、これらを組み合わせることで、慢性免疫疾患

の完治を現在試みています。

<主要論文>

Tokoyoda, K., Hauser, A.E., Nakayama, T., and Radbruch, 

A.: Organization of immunological memory by stroma. Nat 

Rev Immunol. 10:193-200 (2010).

Männe, C., Takaya, A., Yamasaki, Y., Mursell, M., Hojyo, S., 

Wu ,T.Y., Sarkander, J., McGrath, M.A., Cornelis, R., Hahne, 

S., Cheng, Q., Kawamoto, T., Hiepe, F., Kaufmann, S.H.E., 

Yamamoto, T., Radbruch, A., and Tokoyoda, K.: Salmonella 

SiiE prevents an efficient humoral immune memory by 

interfering with IgG+ plasma cell persistence in the bone 

marrow. Proc Natl Acad Sci USA. 116:7425-7430 (2019).

Murata, A. and Hayashi, S.I.: CD4+ resident memory T cells 

mediate long-term local skin immune memory of contact 

hypersensitivity in BALB/c mice. Front Immunol. 11:775 

(2020).

准教授 吉野 三也
（ 2006年8月－現在）

助教 村田 暁彦
（ 2011年10月－現在）

「 き」 削除して下さい。
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免疫記憶は感染症や癌のためだけに働いているわけではなく，自己抗原やアレルゲンのような無害

なものに反応し続けるという悪い記憶も生み出し，自己免疫疾患やアレルギー疾患を完治できない病

気にしています．これらの悪い免疫記憶をリセットさせ，これら慢性免疫疾患を完治させることを目標に

しています．これらの疾患には，記憶ヘルパーT 細胞や記憶 B細胞，長寿命プラズマ細胞が関わってお

り，同時に 3種の記憶細胞を除去する必要があります． 当研究室では，今まで特異的な除去が不可能

であった記憶ヘルパーT 細胞や長寿命プラズマ細胞を除去させることに成功しており，これらを組み合

わせることで，慢性免疫疾患の完治を現在試みています．  

☆ 生命科学科 HP 免疫学分野のwebサイトもぜひご覧ください． 

https://www.med.tottori-u.ac.jp/lifesciences/research/staff_tokoyoda.html 
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